
広 報

１月 11 日、緑川ダムイベント広場

でどんど祭りがおこなわれました。

（関連記事は 13 ページ）
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2広報みさと 2009.2

町
長
室
か
ら

美里町長

長 嶺 興 也

栗
く
り
ゆ
た
か豊

　

カ
ボ
チ
ャ
の
栽
培
を
お
ね

が
い
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
宇
城
か
ら
暖
か
い
御

指
導
と
農
家
の
方
々
の
御
協

力
で
今
（
一
月
十
五
日
）
出

荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
質
と

値
段
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま

す
。
画
一
さ
れ
た
品
物
が
欲

し
い
。
し
か
し
、
作
り
手
も

い
ろ
い
ろ
な
条
件
を
克
服
さ

れ
て
の
結
果
で
す
。
今
年
、

同
一
の
品
物
を
努
力
し
て
つ

く
り
あ
げ
て
頂
き
た
い
。
そ

れ
が
美
里
の
ブ
ラ
ン
ド
品
と

し
て
定
着
す
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

糖尿病等の生活習慣病を予防するためにも「特定健診」を受けましょう。

そして、自分の出来る生活習慣改善の取り組みをはじめましょう。

平成 21 年５月に「特定健診」を実施します。

問合先　役場保健課　健康支援係　☎４７－１１１１

　糖尿病等の生活習慣病は自覚症状がないため、症状が現れてからでは「後悔する」

と言う事になりかねません。平成 20 年５月に町内で実施した「特定健診」受診者のう

ち 10 人中７人は「糖代謝異常」という結果でした。

　このまま生活習慣の改善の取り組みをしなかったら、どうなるでしょう？

　これからの将来、５年後、10 年後も元気な自分でいるためにもできることをはじめ

てみませんか？取り組みの結果は「検査数値」として表れてきます。

（例）糖代謝異常 A さん（70 歳）男性の生活習慣改善の取り組みの結果です。

　町（国保）では、20 歳以上の国保被保険者の方を対象とした「特定健診」を５月に行ないます。

また、健診受診後はご自分の体を自分で理解できるよう健診結果の見方について説明し、自分

に合った生活習慣改善の取り組みを行うことが出来るよう支援します。

　※なお、国保以外の方の「特定健診・特定保健指導」についてはお勤め先にお尋ねください。

只今、健診申込受付中！

※さらにＡさんは平成 20 年 11月には HbA1c が 5.2％まで改善していました。
　（参考：基準値　BMI 25 未満、空腹時血糖値 70 ～ 100 ㎎ /dl　HbA1c5.1％以下）

健診時期 平成 18 年５月

健
診
結
果

体重 80.0 ㎏

ＢＭＩ 31.6

空腹時血糖値 104 ㎎ /dl

HbA1c 6.4％

平成 20 年５月

74.5 ㎏

29.7

110 ㎎ /dl

5.9％

５
月
の
健
診
が

　
　
　
　

楽
し
み
で
す
ね

ストップ・ザ・糖尿病ストップ・ザ・糖尿病美里町重点施策美里町重点施策
シリーズ32シリーズ32
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平成 21年度健診申込書について平成 21年度健診申込書について

問合先　役場保健課　健康支援係　☎４７－１１１１

☆ 20 歳以上の方は必ず記入して提出してください。

☆ 提出期限：平成 21 年２月 20 日（金）

☆ 提出先：嘱託員または嘱託補または

　　　　　　美里町役場：保健課健康支援係（砥用庁舎）・住民課（中央庁舎）

２月の健康カレンダー ※健診＝健康診査、☆印は受付時間

日　　時 行　事　名 場　所 対象者 内　　　容 携行品等

10 日（火）・24 日（火）
10:30 ～ 11:30 ☆

生活習慣病予防
健康相談（要予約）

湯の香苑 一般住民
体格検査・血圧測定・尿検査・
血糖検査・健康相談他

健康手帳、
予約先：保健課

10 日（火）・24 日（火）
10:30 ～ 11:30 ☆

母子健康手帳交付 湯の香苑 妊婦
手帳交付・歯科・栄養・
保健指導・相談他

印鑑

18 日（水）
13:00 ～ 13:30 ☆

６歳歯科健診 湯の香苑
平成 14 年 12 月～
平成 15 年３月生

計測、問診、歯科診察、フッ素塗布、
歯科講話、親子遊び、相談他

母子健康手帳
問診票、歯ブラシ

24 日（火）
13:00 ～ 13:30 ☆

４ヶ月・７ヶ月児
健診

湯の香苑
平成 20 年 10 月生
平成 20 年７月生

内科診察、栄養・歯科・保健指導、
絵本の読み聞かせ他

母子健康手帳
問診票、バスタオル

24 日（火）
10:00 ～ 12:00 ☆

イルカくらぶ
老人福祉
センター

妊婦・子育て中の
家族

自由遊び、情報交換、
ティータイム

お茶菓子代 100 円

　現在、平成21年度の健診申込書を平成22年３月31日現在で20歳以上になる方、

全員に配布しています。自覚症状がない生活習慣病は健診を受けなければ気づき

ません。年に一度は必ず健診を受けて、自分の身体の状態を知り、元気で長生き

できるよう健康管理に注意しましょう。

　今回の健診申込書の内容は、特定健診（国保被保険者のみ）とがん検診（20 歳

以上全員）です。

　平成 21 年５月 20、21、22、23、24、25、27、28、29、30、31 日の 11 日間、「美

里町老人福祉センター」または「湯の香苑」で実施する予定です。

　健診を申し込む人も申し込みをしない人も、必ず記入して２月 20 日（金）まで

に嘱託員または嘱託補、または役場（砥用庁舎→保健課・中央庁舎→住民課）へ

提出してください。

注意事項
※年代別に申込用紙の色が異なります。

　20 歳～ 39 歳の方はピンク色、40 歳～ 64 歳の方は黄色、65 歳～ 74 歳の方はブ

ルー、　75 歳以上の方は緑色です。

※特定健診（いままでの生活習慣病健診）の対象者は国保被保険者です。

　国保被保険者の方は必ず受診してください。

　なお、国保被保険者以外の方は保険者（ご自身が勤務する会社等）にお尋ねく

　ださい。
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本
町
で
は
、
平
成
十
八
年
度
に
行
財

政
改
革
大
綱
お
よ
び
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
策
定
し
、
昨
年
度
よ
り
、
そ
の
大
綱

に
基
づ
き
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
そ
の
進
行
を
管
理
す
べ
く
行
財
政

改
革
推
進
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
二
月
二
十
二
日
、
役
場
中
央
庁
舎

に
て
第
四
回
の
会
議
が
開
催
さ
れ
、
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
美
里
町
行
財
政
改
革
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

①
『
美
里
町
行
財
政
改
革
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
進
行
管
理
一
覧
表
』
に
つ
い
て

　

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
平
成
十
九
年

度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
の
計
画

期
間
に
お
い
て
実
施
す
る
二
百
一
の
取

組
み
に
細
分
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

進
行
管
理
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
「
行

財
政
改
革
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
進
行
管
理

一
覧
表
」
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明

が
あ
り
、
改
革
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
百
一
の
取
組
み
の
う
ち
、
給
食
室

の
統
合
に
関
す
る
取
組
み
十
二
件
が
廃

目
と
な
り
、
残
り
百
八
十
九
件
に
つ
い

て
、
今
年
度
第
二
四
半
期
ま
で
に
目
標

を
達
成
で
き
て
い
る
取
組
み
が
百
四
十

六
件
、
達
成
率
が
七
十
七
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
残
り
四
十
三
件
が
目
標
未
達

成
で
す
が
、
そ
の
中
に
は
今
年
度
末
ま

で
に
達
成
す
べ
き
目
標
の
取
組
み
の
二

十
七
件
が
含
ま
れ
ま
す
。

②
『
平
成
十
九
年
度
行
財
政
改
革
の
実

施
に
よ
る
効
果
額
』
に
つ
い
て

　

行
財
政
改
革
の
推
進
項
目
ご
と
に
、

①
削
減
額
、
②
増
収
と
な
る
収
入
額
、

③
新
た
に
経
費
が
必
要
と
な
る
経
費
の

増
加
額
を
集
計
し
、
そ
の
合
計
を
行
財

政
改
革
の
取
組
み
に
よ
る
効
果
額
と
し

た
も
の
で
す
。

　

職
員
数
の
減
に
よ
る
人
件
費
の
削

減
、
再
リ
ー
ス
に
よ
る
リ
ー
ス
料
の
削

減
、
遊
休
資
産
の
売
却
処
分
に
よ
る
収

入
増
等
に
よ
り
、
六
千
四
百
万
円
ほ
ど

の
効
果
額
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

③
『
中
期
財
政
見
通
し
』
に
つ
い
て

　

行
財
政
改
革
大
綱
に
掲
載
し
て
あ
る

平
成
十
九
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度

ま
で
の
五
年
間
の
中
期
財
政
見
通
し
に

つ
い
て
、
平
成
十
九
年
度
の
決
算
額
の

確
定
に
よ
り
見
直
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
十
九
年
度
は
歳
入
歳
出
と
も
、

集
中
豪
雨
災
害
に
よ
り
計
画
額
よ
り
も

実
績
額
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
が
、
行

革
に
よ
る
取
組
み
の
効
果
も
あ
り
、
財

政
調
整
可
能
基
金
残
高
に
つ
い
て
は
、

計
画
額
は
十
億
一
千
万
円
に
対
し
て
、

実
績
額
は
十
一
億
七
千
万
円
と
な
り
、

一
億
六
千
万
円
の
残
高
増
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

☆
『
美
里
町
行
財
政
改
革
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
再
検
討
表
』
に
つ
い
て

　

町
税
の
収
納
・
徴
収
率
の
向
上
の
取

組
み
に
つ
い
て
、
県
で
は
、
昨
年
度
か

ら
市
町
村
か
ら
の
研
修
生
を
受
け
入
れ

て
行
う
長
期
の
併
任
徴
収
が
行
わ
れ
て

お
り
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
は

「
地
方
税
徴
収
特
別
対
策
室
」
を
設
け
、

県
内
市
町
村
の
徴
収
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
本
町
の
実
施
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
は
こ
の
取
組
み
が
掲
載
さ
れ
て
お

ら
ず
、
長
期
の
併
任
徴
収
の
取
組
み
を

追
加
し
、
町
税
の
収
納
、
徴
収
率
向
上

対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
見
直

し
案
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
先

役
場
総
務
課
行
財
政
改
革
係　

☎
４
６ -
２
１
１
１
（
内
線
１
１
７
）

美
里
町
役
場　
　
　
　

庁
舎
問
題
検
討
委
員
会

　

十
一
月
二
十
八
日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
て
第
六
回
美
里
町
役
場
庁
舎
問
題
検
討
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、「
事
務
所
（
本
庁
）
の
位
置
に

つ
い
て
」
を
議
題
と
し
、
前
回
の
会
議
で
意

見
の
と
り
ま
と
め
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
建
物
の
機
能
等
六
項
目
に
つ
い
て

中
央
、
砥
用
両
庁
舎
を
比
較
し
た
検
討
表
を

作
成
し
、
ど
ち
ら
が
本
庁
舎
と
し
て
好
ま
し

い
と
思
わ
れ
る
か
、
委
員
二
十
二
名
全
員
が

無
記
名
で
記
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
十
二
月
十
二
日
に
役
場
中
央
庁
舎

に
て
第
七
回
会
議
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
比
較

検
討
し
た
各
委
員
の
個
別
の
意
見
を
含
め
、

こ
れ
ま
で
の
審
議
結
果
を
と
り
ま
と
め
た
報

告
書
（
案
）
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
委
員
会
の
審
議
は

終
了
し
ま
し
た
。

　

報
告
書
に
つ
い
て
は
、
十
二
月
十
五
日
に

中
央
庁
舎
に
て
、
渡
邊
会
長
、
松
永
副
会
長

か
ら
町
長
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
に
報
告
書
を
掲
載
し
て
い
ま

す
が
、
紙
面
の
都
合
上
抜
粋
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
全
文
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
先　

役
場
総
務
課
行
財
政
改
革
係　

☎
４
６ -

２
１
１
１
（
内
線
１
１
７
）

行
財
政
改
革
へ
の
道
⑮

行
財
政
改
革
へ
の
道
⑮

〜
シ
リ
ー
ズ
〜

〜
シ
リ
ー
ズ
〜
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庁
舎
問
題
検
討
委
員
会
報
告
書

―

抜
粋―

検
討
に
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針

　

本
検
討
委
員
会
は
、
下
記
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
効
率
的
な
役
場
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

記

　

地
方
自
治
法
第
４
条
第
２
項
の

規
定
を
遵
守
し
、
下
記
の
条
件
を

付
し
な
が
ら
事
務
所
（
本
庁
）
の

位
置
を
定
め
る
。

①
本
庁
機
能
の
定
期
移
動
は
止
め

　

て
、「
事
務
所
（
本
庁
）
の
位
置
」

　

を
固
定
す
る
。

②
新
た
な
経
費
を
必
要
と
す
る
庁

　

舎
建
物
の
増
改
築
は
行
わ
な
い
。

③
住
民
の
利
便
性
、
サ
ー
ビ
ス
の

　

低
下
は
招
か
な
い
。

④
町
外
の
来
庁
者
に
と
っ
て
も
親

　

し
み
や
す
く
利
用
し
や
す
い
庁

　

舎
と
す
る
。

　

検
討
委
員
会
の
意
見

（
１
）
庁
舎
方
式
に
つ
い
て

　

庁
舎
の
増
改
築
が
不
要
な
こ
と

と
、
一
般
住
民
は
今
の
ま
ま
で
あ

ま
り
不
便
は
感
じ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
現
在
の
利
便
性
と
サ
ー
ビ

ス
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、

役
場
の
庁
舎
方
式
は
現
行
の
分
庁

方
式
と
す
る
。な
お
、将
来
に
亘
っ

て
は
、
課
の
設
置
や
統
廃
合
な
ど

を
考
慮
し
な
が
ら
柔
軟
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（
２
）
事
務
所
（
本
庁
）
の
位
置

に
つ
い
て

　

委
員
か
ら
様
々
な
意
見
が
出
さ

れ
た
が
、
大
別
す
る
と
「
建
物
の

面
積
が
広
く
、
会
議
室
等
の
庁
舎

機
能
が
優
れ
て
い
る
中
央
庁
舎
が

本
庁
舎
に
ふ
さ
わ
し
い
。」
と
し

た
意
見
と
「
位
置
的
に
町
の
中
心

で
、
人
口
分
布
を
考
え
る
と
砥
用

庁
舎
が
本
庁
舎
に
ふ
さ
わ
し
い
。」

と
し
た
意
見
で
、
中
央
庁
舎
、
砥

用
庁
舎
の
そ
れ
ぞ
れ
を
推
す
意
見

が
あ
り
、
本
検
討
委
員
会
の
意
見

と
し
て
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
出

来
ず
、
事
務
所
（
本
庁
）
の
位
置

の
決
定
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
庁
舎
の
機
能
な
ど

下
記
の
六
つ
の
項
目
を
選
定
、
両

庁
舎
を
比
較
し
、
本
庁
と
し
て
好

ま
し
い
と
思
わ
れ
る
の
は
ど
ち
ら

の
庁
舎
か
、
各
委
員
の
個
別
の
意

見
を
無
記
名
で
答
え
る
こ
と
と
し
た
。

①
建
物
の
機
能　

②
地
理
的
条
件

③
交
通
ア
ク
セ
ス　

④
安
全
性　

⑤
庁
舎
と
し
て
の
外
観
や
イ
メ
ー
ジ

⑥
町
外
来
庁
者
に
と
っ
て
の
親
し

み
や
す
さ
や
利
用
し
や
す
さ

（
３
）
三
本
松
出
張
所
の
存
続
に

つ
い
て

　

広
く
関
係
地
域
の
方
々
の
意
見

を
踏
ま
え
、
理
解
を
得
な
が
ら
、

検
討
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
廃
止
の
場
合
は
、
公
民

館
的
な
施
設
と
し
て
地
域
で
の
有

効
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

終
わ
り
に

　

本
検
討
委
員
会
は
、
七
回
の
会

議
を
開
催
し
、
町
民
の
立
場
で
美

里
町
の
庁
舎
問
題
に
つ
い
て
真
摯

に
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

　

し
か
し
、
基
本
方
針
で
は
事
務

所
（
本
庁
）
の
位
置
は
固
定
す
る

と
し
た
が
、
ど
ち
ら
の
庁
舎
を
本

庁
と
す
る
の
か
、
五
回
ま
で
の
会

議
で
は
意
見
の
取
り
ま
と
め
に
は

い
た
ら
ず
、
率
直
な
意
見
も
出
し

に
く
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
第
六
回
の
会
議
に

お
い
て
委
員
の
無
記
名
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
、
個
別
の
意
見
を

項　　目

本庁として好ましいと
思われるのはどちらか 　庁舎を特定

　しない
中央庁舎 砥用庁舎

　①建物の機能 計９名 計５名 計４名

　②地理的条件 計９名 計５名 計３名

　③交通アクセス 計１４名 計３名

　④安全性 計１１名 計４名

　⑤庁舎としての
　外観やイメージ

計１０名 計３名

　⑥町外来庁者にと
　っての親しみやす
　さや利用しやすさ

計９名 計１名 計３名

別紙　比較検討した各委員の個別の意見 引
き
出
す
こ
と
が
出
来
た
。

　

本
検
討
委
員
会
の
審
議
で
は
、

改
め
て
美
里
町
の
庁
舎
問
題
解
決

の
困
難
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
の
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
本
検

討
委
員
会
の
意
見
お
よ
び
別
紙
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
十
分
に
汲
み
取

ら
れ
、
議
会
を
含
め
、
今
後
の
庁

舎
問
題
の
解
決
に
当
た
ら
れ
る
よ

う
切
に
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

注）庁舎問題検討委員会の委員は

22名です。この表では６つの項目

に対する個別の意見を集約してそ

れぞれの委員の合計数のみを掲載

しています。各委員の理由、意見

の記述は紙面の都合上割愛してい

ます。また、この表に掲載したも

ののほか、庁舎問題に関する他の

意見や記載の無いものもありました。
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おめでとう
二十歳

成人式特集
　

平
成
二
十
一
年
美
里
町
成
人
式
が
、

一
月
三
日
、
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
〝
ひ

び
き
〞
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
百
四
十
四
人
。
式

に
は
、
黒
を
基
調
と
し
た
ス
ー
ツ
や
羽

織
袴
に
身
を
包
ん
だ
男
性
六
十
人
と

色
と
り
ど
り
の
振
袖
姿
な
ど
の
女
性

五
十
三
人
、
計
百
十
三
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

こ
の
成
人
式
は
、
新
成
人
が
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
式
典
の
司
会
進
行
な

ど
運
営
全
般
を
手
分
け
し
て
担
当
。

　

式
典
で
は
、
実
行
委
員
長
の
藤
本
尊

大
さ
ん
（
今
）
の
挨
拶
の
後
、
上
田
晴

翔
さ
ん
（
原
田
）
が
開
会
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
長
井
副
町
長
、
上
村
則
幸

町
議
会
議
長
、
打
越
浩
之
町
選
挙
管
理

委
員
長
、
恩
師
の
先
生
な
ど
、
多
く
の

来
賓
の
方
々
が
祝
辞
を
述
べ
新
成
人
を

祝
福
。

　

続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
渡
辺
宏

晃
さ
ん
（
大
沢
水
）
が
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、

交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
住
み
良
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
交
通
安
全
宣
言
を
上
田

潤
さ
ん
（
境
）
が
行
い
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
新
成
人
は
玄
関
前
に
移
動

し
、
中
学
校
区
ご
と
に
記
念
撮
影
を
行
っ

た
後
、
近
況
を
報
告
し
あ
っ
た
り
、
友
達

同
士
で
記
念
写
真
を
撮
り
合
っ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

▲誓いの言葉を述べた渡辺宏晃
さん（大沢水）

中央中学校区の新成人の皆さん

気
持
ち
も
新
た
に
144
人
が

　

晴
れ
て
成
人
の
仲
間
入
り
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砥用中学校区の新成人の皆さん

実
行
委
員
長
挨
拶

　

み
な
さ
ん
明
け

ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
て

三
日
が
た
ち
ま
し

た
。
今
年
の
正
月

は
ど
う
で
し
た

か
？
さ
て
、
私
た

ち
が
成
人
式
を
迎

え
る
と
い
う
事
は
人
生
の
節
目
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
二
十
年
み
な
さ
ん
の
ご
両
親
、
あ
る
い
は

保
護
者
の
方
々
、
周
り
の
方
々
に
支
え
ら
れ
そ
し
て
恩

師
の
方
々
に
導
か
れ
て
、
今
日
の
日
を
迎
え
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
し
っ
か
り
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ

て
、
こ
の
日
を
迎
え
、
そ
れ
を
糧
に
し
て
新
し
く
歩
み

始
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
一

人
の
大
人
と
し
て
、
自
分
だ
け
の
た
め
に
物
事
を
考
え

な
い
で
人
の
た
め
に
社
会
の
た
め
に
自
分
が
ど
ん
な
事

を
し
て
行
っ
た
ら
よ
い
か
、
ど
ん
な
こ
と
が
出
来
る
の

か
し
っ
か
り
考
え
ら
れ
る
責
任
の
あ
る
大
人
に
な
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
機
会
に
自
分
の
夢
を
持
ち
、
自
分
の

可
能
性
を
し
っ
か
り
信
じ
て
た
く
ま
し
く
力
強
く
生
き

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

不
景
気
な
世
の
中
で
す
が
、
私
た
ち
の
新
し
い
力
で

こ
の
美
里
町
を
盛
り
上
げ
て
い
く
事
を
約
束
し
成
人
式

実
行
委
員
長
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲挨拶をする実行委員長の
藤本尊大さん（今）

ご
成
人

お
め
で
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す
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ほ
し
い
で
す
。

Ｑ
１　

あ
ま
り
実
感
は
あ
り
ま
せ

　
　

ん
が
、
二
十
歳
と
い
う
大
き

　
　

な
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で

　
　

き
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

Ｑ
２　

こ
の
日
を
迎
え
る
ま
で

　
　

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
今

　
　

ま
で
の
こ
と
を
し
っ
か
り
振

　
　

返
り
、
反
省
し
、
一
人
前
の

　
　

大
人
と
し
て
認
め
て
も
ら
え

　
　

る
よ
う
努
め
た
い
で
す
。　

Ｑ
３　

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
に

　
　

な
る
こ
と
。　

Ｑ
４　

今
ま
で
の
二
十
年
間
、
た

　
　

く
さ
ん
の
方
々
に
お
世
話
に

　
　

な
り
、
感
謝
の
気
持
ち
で

　
　

い
っ
ぱ
い
で
す
。
大
人
と
し

　
　

て
の
自
覚
を
持
ち
、
が
ん

　
　

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
５　

い
つ
ま
で
も
緑
豊
か
で
、

　
　

活
気
の
あ
る
美
里
町
で
あ
り

　
　

続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　

町
並
み
で
、
こ
の
町
に
帰
っ

　
　

て
来
た
時
に
ほ
っ
と
で
き
る

　
　

町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

Ｑ
１　

ま
だ
実
感
は
あ
ま
り
あ
り

　
　

ま
せ
ん
が
、
無
事
に
成
人
を

　
　

迎
え
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

　
　

た
で
す
。

Ｑ
２　

今
ま
で
の
二
十
年
間
振
り

　
　

返
っ
て
み
る
と
い
ろ
い
ろ
あ
っ

　
　

た
け
ど
、
あ
っ
と
い
う
間
で

　
　

し
た
。
今
ま
で
経
験
し
た
事

　
　

は
自
分
に
と
っ
て
か
け
が
え

　
　

の
な
い
も
の
で
す
。

Ｑ
３　

自
分
自
身
や
る
気
を
見
出

　
　

せ
る
仕
事
に
就
き
誰
か
の
役

　
　

に
立
つ
よ
う
な
事
が
出
来
れ

　
　

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
４　

い
ろ
ん
な
人
に
支
え
ら
れ

　
　

て
こ
こ
ま
で
こ
れ
ま
し
た
。
こ

　
　

れ
か
ら
少
し
ず
つ
恩
返
し
し

　
　

て
い
き
た
い
で
す
。　

Ｑ
５　

豊
か
な
自
然
を
維
持
し
て

Ｑ
１　

ま
だ
実
感
は
ぜ
ん
ぜ
ん
わ

　
　

き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は

　
　

社
会
の
一
員
と
し
て
、
責
任

　
　

あ
る
行
動
が
で
き
る
よ
う
努

　
　

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
２　

こ
れ
ま
で
は
他
人
に
頼
る

　
　

機
会
が
多
か
っ
た
の
で
、
成

　
　

人
を
期
に
今
度
は
周
り
か
ら

　
　

頼
ら
れ
る
人
に
な
っ
て
い
き

　
　

た
い
で
す
。

Ｑ
３　

小
さ
い
こ
と
で
も
い
い
の

　
　

で
、
人
か
ら
感
謝
さ
れ
尊
敬
さ

　
　

れ
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い

　
　

で
す
。

Ｑ
４　

両
親
、
友
達
を
含
め
、
い

　
　

ろ
い
ろ
な
場
面
で
お
世
話
に

　
　

な
り
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

　
　

す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
少
し

　
　

ず
つ
恩
返
し
が
で
き
た
ら
と

　
　

思
い
ま
す
。　

Ｑ
５　

い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い

Ｑ
１　

成
人
を
迎
え
ら
れ
て
、
と
て

　
　

も
嬉
し
く
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

　
　

と
同
時
に
こ
れ
か
ら
の
責
任

　
　

の
お
も
さ
を
強
く
感
じ
ま
す
。

Ｑ
２　

今
日
ま
で
、
と
て
も
早
く
過

　
　

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
辛
い
こ
と

　
　

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、

　
　

今
で
は
良
い
経
験
だ
っ
た
と

　
　

思
い
ま
す
。

Ｑ
３　

こ
れ
か
ら
出
会
う
人
達
に

　
　

笑
顔
と
幸
せ
を
少
し
で
も
多

　
　

く
届
け
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
４　

今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

　
　

き
た
の
は
、
今
ま
で
育
て
て
く

　
　

れ
た
両
親
と
支
え
て
下
さ
っ

　
　

た
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と

　
　

思
い
ま
す
。
本
当
に
感
謝
し
て

　
　

い
ま
す
。

Ｑ
５　

こ
れ
か
ら
も
人
と
人
と
の

　
　

つ
な
が
り
を
大
事
に
し
、
文
化

　
　

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

新成人に５つの質問？

Ｑ１　成人の日を迎えた今の気持ちは？　　Ｑ４　今までお世話になった方々へ一言

Ｑ２　今までの自分を振り返って一言　　　Ｑ５　美里町に望むことは？

Ｑ３　将来の夢は？

上田　晴翔さん

美里町原田

澤田　有紀さん

美里町岩野

有岡　美沙さん

美里町名越谷

上田　潤さん

美里町境

☆☆☆成人おめでとうございます☆☆☆
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子育て支援センターだより（２月）

青空保育園内
☎ 46-2909

２/ ５
㈭ 小物作りに挑戦

★園庭開放 ㈪～㈮　９:30 ～ 15:00
★育児相談 ㈪～㈯　９:30 ～ 16:00
★青空通信発行（毎月）★家庭訪問（毎月）
★２月生まれの誕生会（２/25㈬）午前10：00～
★あそびにおいで㈪～㈮午前９：30～午後２：30
（保健センター・湯の香苑・子育て支援センター（青
空保育園）
※詳細は毎月の通信でお知らせします。

２/21
㈯ 生活発表会を見に行こう

２/24
㈫ 小物作り

はちす保育園内
☎ 47-2261

２/ ２
㈪

おじいちゃんおばあちゃんと一
緒に豆まき（みんなのいえ）

★子育て通信発行（毎月）
★子育て広場（センター室・園庭開放）
　毎週㈪～㈮　午前９：00 ～午後２：00
★身体測定・毎月第２水曜午前10：00～午後０：00
★育児・健康相談（電話・面接相談）
　毎週㈪～㈯祝祭日を除く　午前９：30～午後４：
30

２/ ５
㈭ パッチワーク（おひなさま）

２/13
㈮ バレンタインケーキ作り

ことぶき保育園内
☎ 47-8120

２/19
㈭ 誕生会（地域の老人会との交流） ★子育て広場：毎週㈪～㈮ 10：00 ～ 13：00

★育児相談（祝祭日を除く）
　毎週㈪～㈮　９：00 ～ 18：00
　毎週㈯　　　９：00 ～ 12：00
※面接・相談は予約制（秘密厳守）
★２/19㈭親子陶芸教室（事前予約要）

２/22
㈰

みんなでリズム遊び（地域の方
達と歌ったり踊ったりしよう）

２/24
㈫ 雛人形を作ろう！

◆作り方◆

①ささみは一口大のそぎ切りにしてａのしょうゆとみりんで下味を

　つける。三つ葉は３センチ長さに切る。

②椎茸は石付きを除いてそぎ切り、しめじは石付きを除いてほぐす。

　えりんぎは薄切り、えのき茸は根元を切り落とし半分の長さに切る。

③クッキングシートを20センチ角に切って薄く油を塗り、①②を

　のせて包む。

④③をオーブンまたはオーブントースターに入れて約10分位焼く。

　ささみに火が通ったら器に盛りレモンの櫛形を添える。

ささみと茸のホイル焼き（４人分）

　早いものです、ついこのまえまで ｢ お

めでとうございます ｣ が挨拶だった様な

気がしますが、もう２月になりました。

身も心も平常に戻ったでしょうか？気分

は戻りましたが身体の方は年末年始、新

年会等の忘れ物が残ってはいないでしょ

うか？寒さも厳しい時です身体もいっ

しょに引き締めましょう。カロリーの低

い鶏のささみを使って、焼きたてのアツ

アツで暖まってください。

 今月の一品料理今月の一品料理

【ひとくちメモ】

　鶏肉には胸肉 ､ 手羽肉、もも肉、ささみと部位によって種類

がありますが、そのなかでささみは脂肪がほとんどなく最も柔

らかい肉です。新鮮なものは刺身にも用いられ、淡白な味を生

かして和え物やサラダにも利用できます。カロリーや脂肪の気

になる人はささみを使ったり皮や脂肪は取り除いて使ったほう

がいいでしょう。

エネルギー 92kcal　蛋白質 14.3g  

脂質1.7g  塩分0.93g

a

ささみ……………………200 ｇ

しょうゆ…………大さじ１・1/3

みりん………………………〃　

生椎茸……………………８０ｇ

しめじ………………………〃　

えりんぎ……………………〃　

えのき茸……………………〃　

三つ葉………………………20ｇ

レモン……………………1/2 個

サラダ油……………………少々
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　平成 20 年分所得の確定申告（住民税および国民健康保険税納税相談会）を下記のとおり開催します。

この申告は、平成 21 年１月１日現在美里町に居住している人が平成 20 年１月１日から平成 20 年 12 月

31日までの所得について申告するものです。最寄りの相談会場で期限内に必ず申告してください。なお、

所得税の申告が必要な方については個別に申告案内をしてあります。

印鑑、給与または年金等の源泉徴収票・営業等の収支計算書、仕入れ、売上帳、各領収書等生

命保険の証明書、医療費等の領収書、国民年金の支払証明書その他所得決定に必要な書類

①所得税の申告（確定申告）をされた人

②サラリーマンで給与以外の所得のない人、ただし、農業所得等がある場合は申告が必要

③生活保護法により生活扶助を受けている人

④年金受給者で収入金額が 98 万円以下（平成 21 年 1 月 1 日現在で 65 歳以上の人は 148 万円

以下）で、源泉徴収税額がなく、他に収入がない人。

申告時に必要なもの

申告する必要のない人

◎この申告をしないと未申告となり、国民健康保険税の軽減が受け
られませんので、所得の有無にかかわらず必ず申告してください！確定申告（納税相談）日程表

申告日 対象地区 時　　　間 場　　　所

３月２日㈪
小筵 9：00～ 12：00 福祉保健センター

「湯の香苑」長尾野・石原 13：00～ 15：00

３月３日㈫
佐俣 9：00～ 12：00 福祉保健センター

「湯の香苑」岩野・小岩野 13：00～ 15：00

３月４日㈬
坂貫 9：00～ 12：00 福祉保健センター

「湯の香苑」今・東岩野 13：00～ 15：00

３月５日㈭
中・中園・椿 9：00～ 12：00 元気の森かじか

（旧南小学校２階会議室）払川・坂本 13：00～ 15：00

３月６日㈮
原田・津留・小市野 9：00～ 12：00 町公民館西分館

（旧西小学校多目的室）白石野・松野原・木早川内 13：00～ 15：00

３月９日㈪
大沢水・西山 9：00～ 12：00 役場中央庁舎２階

第３・４会議室堅志田・下中郡 13：00～ 15：00

３月 10日㈫
馬場 9：00～ 12：00 役場中央庁舎２階

第３・４会議室岩下・上中郡 13：00～ 15：00

３月 11日㈬
萱野 9：00～ 12：00 役場中央庁舎２階

第３・４会議室有安・中小路 13：00～ 15：00

平成 20 年度確定申告日程表

①営業・農業・不動産・配当・雑（年金含む）などの所得のあった人・給与所得者で勤務先か

ら役場に給与支払報告書が提出されていない人

②前年に中途退職された人、2か所以上から給与の支払いを受けた人

申告が必要な人
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問合先　役場税務課　町民税係　☎４６－２１１１（内線 133・134）

申告日 対象地区 時　　　間 場　　　所

２月 25日㈬
栗崎 9：00～ 12：00 町公民館砥用分館

（旧砥用町公民館）石野 13：00～ 15：00

２月 26日㈭
早楠 9：00～ 12：00 町公民館砥用分館

（旧砥用町公民館）安部 13：00～ 15：00

２月 27日㈮
境 9：00～ 12：00 町公民館砥用分館

（旧砥用町公民館）大窪 13：00～ 15：00

３月２日㈪
柏川 9：00～ 12：00 町公民館砥用分館

（旧砥用町公民館）清水 13：00～ 15：00

３月３日㈫
金木・三本松・水上・迫 9：00～ 12：00

三本松出張所
涌井・内園・花定野 13：00～ 15：00

３月４日㈬
川越 9：00～ 12：00

三本松出張所
洞岳 13：00～ 15：00

３月５日㈭
遠野 9：00～ 12：00

大遠集会所
大井早・下福良 13：00～ 15：00

３月６日㈮
豊富 9：00～ 12：00

筒川荘
甲佐平 13：00～ 15：00

３月９日㈪
三加 9：00～ 12：00 町公民館砥用分館

（旧砥用町公民館）古閑 13：00～ 15：00

３月 10日㈫ 永富
9：00～ 12：00 町公民館砥用分館

（旧砥用町公民館）13：00～ 15：00

３月 11日㈬
三和 9：00～ 12：00 町公民館砥用分館

（旧砥用町公民館）二和田 13：00～ 15：00

３月 12日㈭ 名越谷
9：00～ 12：00 町公民館砥用分館

（旧砥用町公民館）13：00～ 15：00

３月 13日㈮
土喰 9：00～ 12：00 町公民館砥用分館

（旧砥用町公民館）原町 13：00～ 15：00
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　公的年金受給者の納税の便宜を図る観点から、個人住民税の公的年金からの

引き落とし（特別徴収）が行われます。

　個人住民税の納税義務者のうち、前年中に公的年金等を受給されている方で、当該年

度の初日（4月 1日）に老齢基礎年金等を受給されている 65 歳以上の方。

　ただし、次に該当する方は対象になりません。

①年金収入のみの方（65 歳以上）で非課税対象となる方

②公的年金からの引き落とし（特別徴収）される額が老齢基礎年金額を超える方

③介護保険の特別徴収対象被保険者でない方

対象となる方

引き落とし（特別徴収）の方法

平成 21 年度（特別徴収開始初年度）

　年税額の２分の１に相当する額を６月、７月、８月、９月の４回に分けて普通

徴収（金融機関などで納付）を行うこととされ、残り２分の１に相当する額は、

10 月から３月までの各年金支給月（10 月、12 月、２月）の３回に分けて、引き

落としされます。

普通徴収（平成 21 年９月まで） 特別徴収（平成 21 年 10 月から）

６月 ７月 ８月 ９月 10 月 12 月 ２月

年税額の

１／８

年税額の

１／８

年税額の

１／８

年税額の

１／８

年税額の

１／６

年税額の

１／６

年税額の

１／６

申告が必要です

○所得税から住宅ローン控除額を引ききれなかった分は

住民税（所得割）から控除されます

　税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除額が

減る場合があります。平成 18 年末までに入居し、所得税の住宅ローン控

除を受けている方で、所得税から控除しきれなかった額がある場合は、翌

年度の住民税（所得割）から控除できます。該当される方は住民税申告が

必要ですので申告をお願いします。なお、申告書は役場のホームページか

らダウンロードして作成することが出来ます。

問合先　役場税務課　町民税係　☎４６－２１１１（内線 133・134）

平成 21 年 10 月から個人住民税が公的年金からの
引き落としになります
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み
ど
り
か
わ
湖
ど
ん
ど
祭
り

　

一
月
十
一
日
、
緑
川
ダ
ム
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
、「
み
ど
り
か
わ
湖
ど
ん
ど
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ

る
「
ど
ん
ど
焼
き
」
を
後
世
に
残
そ
う
と
、

九
年
前
か
ら
始
め
ら
れ
た
行
事
で
、
今
回

で
十
回
目
。
近
く
の
山
林
か
ら
切
り
出
し

た
竹
や
、
流
木
や
稲
わ
ら
な
ど
を
使
い
、

ク
レ
ー
ン
で
高
さ
約
二
十
メ
ー
ト
ル
の

巨
大
な
や
ぐ
ら
を
組
み
上
げ
ま
す
。

　

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
、
熊
本
凧
の
会

に
よ
る
「
凧
づ
く
り
教
室
」
や
「
竹
と
ん

ぼ
教
室
」
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
楽

し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

正
午
か
ら
、
長
井
副
町
長
を
始
め
上
村

議
会
議
長
、
鳴
瀬
信
一
ど
ん
ど
祭
り
実
行

委
員
長
、
畝
野
老
寿
会
、
ダ
ム
管
理
所
な

ど
五
十
人
が
三
基
の
巨
大
や
ぐ
ら
に
点

火
。
巨
大
な
炎
が
新
春
の
大
空
を
駆
け
上

が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
、
あ
ぶ
り
竹
や
ぜ

ん
ざ
い
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
大

勢
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

火
が
下
火
に
な
る
と
、
み
ん
な
一
斉
に
も

ち
を
焼
い
た
り
、
冷
え
た
体
を
温
め
て
い

ま
し
た
。

炎
の
祭
典

点火される巨大やぐら点火される巨大やぐら

ありがとうございました

　準備から協力していただいたＹＦＡ、

あぜみち会、婦人会、砥用活性化研究

会、ゆきぞの学園、美里町商工会青年部、

緑川ダム管理所、畝野老寿会、ＪＡ宇

城砥用支所、石段の郷「佐俣の湯」、緑

川ダム安全連絡協議会のみなさん、本

当にお世話になりました。

▲自分たちで作った凧で楽しそうに遊んでい
ました（凧づくり教室）

▲みんな思い思いにおもちを焼いていました

▲点火用の種火を作る採火式を行う
参加者



14広報みさと 2009.2

町

あ

の

話 題

れ
これ

ＴＯＷＮ ＮＥＷＳ

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

役
場
企
画
観
光
課
ま
ち
づ
く
り
係

　

広
報
担
当
ま
で

　
　
　

 　

☎
４
７
‐
１
１
１
１

順位
小学生低学年男子　２㎞ 小学生低学年女子　２㎞

氏名 記録 学校・学年 氏名 記録 学校・学年

１位 田尻悠成 7′57″ 不知火３年 中村世愛 ☆ 8′15″ 城山３年

２位 酒田翔太郎 8′22″ 不知火３年 村上静和 9′50″ 太田郷２年

３位 平井克弥 9′12″ 砥用３年 祝穂乃香 10′11″ 不知火３年

順位
小学生高学年男子　３㎞ 小学生高学年女子　３㎞

氏名 記録 学校・学年 氏名 記録 学校・学年

１位 堤亮太 10′58″ 帯山西６年 橋本香蓮 12′12″ 不知火５年

２位 那須本龍青 11′58″ 篠山６年 酒田美波 12′29″ 不知火５年

３位 加藤　純平 12′00″ 花園４年 鳥羽瀬早織 12′40″ 松橋６年

順位
中学生男子　４㎞ 中学・高校女子　３㎞

氏名 記録 学校・学年 氏名 記録 学校・学年

１位 松永匡史 13′16″ 御船３年 加藤みちる 10′55″ 井芹中１年

２位 西坂知洋 13′40″ 中央３年 福田詩歩 11′09″ 有明高１年

３位 石島一真 13′41″ 不知火１年 木村明日香 11′33″ 熊本中央高２年

順位
一般女子　３㎞ 高校・大学・一般男子　10 ㎞

氏名 記録 学校・住所 氏名 記録 学校・住所

１位 松本恵美子 13′50″ 熊本市 村本洋介 32′58″ 宇城市

２位 芥川めぐみ 15′04″ 熊本市 松田和也 33′10″ 玉東町

３位 池田るり子 15′15″ 上天草市 田尻貴之 33′13″ 宇城市

順位
一般男子（30 ～ 45 歳）　４㎞ 一般男子（46 ～ 59 歳）　３㎞

氏名 記録 住所 氏名 記録 住所

１位 星本英治 13′41″ 美里町 石島真澄 10′55″ 宇城市

２位 倉内雅比古 14′10″ 御船町 丸山成生 11′08″ 美里町

３位 渡辺勇 14′59″ 熊本市 中野勝則 11′28″ 上天草市

順位
一般男子（60 歳以上）　３㎞

氏名 記録 住所

1位 高塩生也 13′09″ 熊本市

2 位 松岡伸二 13′30″ 熊本市

3 位 稲冨敏明 13′45″ 益城町

　

一
月
一
日
、
町
総
合
運
動
公
園
で
、
新
春
霊

台
橋
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
合
計
三
百
三
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

厳
し
い
寒
さ
の
中
で
し
た
が
、
参
加
者
た
ち
は
元

気
い
っ
ぱ
い
に
新
春
の
走
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　

走
り
終
わ
っ
た
参
加
者
た
ち
は
、
婦
人
会
の

み
な
さ
ん
が
作
っ
た
温
か
い
ぜ
ん
ざ
い
と
お
に

ぎ
り
を
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

二
〇
〇
九
年
走
り
初
め▲今年一年を、気持ちを新たに

元気にスタート！

各クラス三位までの入賞者（敬称略）

☆印は大会新記録
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下益城郡町対抗駅伝大会　
　　　　　　　　美里町から６チーム出場！

　第59回下益城郡町対抗駅伝大会が１２月２１日（日）、町

営球技場前をスタート・ゴールとする６区間、全長22ｋｍ

の折り返しコースで開催されました。　　　

　大会には10月に熊本市と合併した富合町（今回まで参加）

を含めた３町から９チームが参加し、美里町からも優勝を

目指して６チームが出場しました。

　レースは１区で美里町Ａチームの小西裕也君（砥用中１

年）がトップで襷を渡しましたが、２区で城南町Ａチーム

が逆転し、先行する展開となりました。その後、美里町Ａチー

ムの４区、長松優生子さん（熊本大学）、５区西坂知洋君（中

央中３年）の連続区間賞でトップを奪い返し、勝負は最終

６区までもつれ込みましたが、惜しくも再逆転を許し美里

町Ａチームは２位でゴールしました。

　出場された選手の皆さん、交通指導に当たって頂いた美

里町交通指導員の皆さんには、雨の降る悪天候の中大変お

世話になりました。

　なお、大会結果は以下の通りです。

（団体）

１位　城南町Ａ　４位　美里町Ｃ　７位　美里町Ｅ　　

２位　美里町Ａ  ５位　美里町Ｆ  ８位　富合町

３位　美里町Ｂ　６位　美里町Ｄ　９位　城南町Ｂ

（区間賞）美里町関係のみ

１区（3.0 ㎞）小西　裕也（美里町Ａ）10 ′30″

４区（2.0 ㎞）長松優生子（美里町Ａ）７′ 29″

 〃 （同ﾀｲﾑ） 福田　千穂（美里町Ｂ）　７′ 29″

５区（3.0 ㎞）西坂　知洋（美里町Ａ）９′ 32″区間新

　

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
選
手
達

▲

　

長
松
さ
ん
か
ら
西
坂
君
へ

の
襷
リ
レ
ー
（
美
里
町
Ａ
）

▲
▲

　

二
位
で
ゴ
ー
ル
す
る
田
上

秀
則
さ
ん
（
美
里
町
Ａ
）

高
齢
者
世
帯
の
粗
大
ご
み

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
収
集

　

町
内
高
齢
者
世
帯
（
旧
中
央
全
区
十
二
月

六
日
、
旧
砥
用
区
ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
Ｆ

Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
地
区
十
一
月
二
十
九
日
）
を
対
象

に
粗
大
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
き
な
ご
み
の
処
理
は
高
齢
者
の
方
々
に

は
大
変
で
あ
ろ
う
と
、
ご
み
収
集
事
業
者
の

有
限
会
社
プ
ロ
グ
レ
、
有
限
会
社
ク
リ
ー
ン

砥
用
の
二
事
業
者
が
毎
年
、
こ
の
時
期
行
っ

て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
方
々
に
は
正
月
を
す
っ

き
り
と
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
と
大
変
よ

ろ
こ
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲粗大ごみを収集するボランティアの方々
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第
三
回
「
美
里
町
子
ど
も
会
連
盟
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

　

美
里
町
子
ど
も
会
連
盟
で
は

十
二
月
二
十
二
日
（
月
）
に
子
ど

も
た
ち
約
百
二
十
名
と
保
護
者
約

五
十
名
の
参
加
の
も
と
、
第
三
回

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
な
い
ま
し
た
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
ひ
び

き
音
楽
隊
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
の

演
奏
や
、
お
は
な
し
会
「
絵
本
の

部
屋
」
に
よ
る
、
大
型
紙
芝
居
「
花

さ
き
山
」
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
社
会
教
育
課
長
の
乾

杯
で
お
食
事
会
が
ス
タ
ー
ト
。
チ

キ
ン
や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
班
ご
と

に
楽
し
く
食
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

食
事
の
途
中
で
は
ヒ
ー
ロ
ー
戦
隊

も
登
場
し
、
子
ど
も
た
ち
は
と
て

も
喜
ん
で
質
問
を
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
十
班
に
分
か
れ
て

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
し

た
。
今
年
も
ク
リ
ー
ム
の
泡
立
て

か
ら
行
い
ま
し
た
が
、
各
班
と
も
上

手
に
ク
リ
ー
ム
を
完
成
さ
せ
、
思

い
思
い
に
ス
ポ
ン
ジ
に
塗
っ
て
い

ま
し
た
。
ク
リ
ー
ム
で
ベ
タ
ベ
タ

に
な
り
な
が
ら
も
子
ど
も
た
ち
は

大
満
足
。
立
派
な
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
が
二
十
個
出
来
上
が
り
、
み
ん

な
で
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が

子
ど
も
た
ち
み
ん
な
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
渡
し
て
終
了
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
と
て
も
い

い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
う
子
ど
も
達

▲

収
益
金
の
全
額
を

　
　
　

美
里
町
へ
寄
付

　

十
二
月
十
六
日
、
役
場
中
央
庁

舎
に
お
い
て
、
宇
城
地
区
支
部
現

業
公
企
評
議
会
（
左
座
孝
志
会
長
）

よ
り
、
美
里
町
に
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
宇
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
祭
り
で
の
バ

ザ
ー
や
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

収
益
金
で
す
。

　

宇
城
地
域
支
部
現
業
公
企
評
議

会
の
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

▲町長へ寄付金の贈呈をする左座会長と
　山川議長（宇城市）

中
央
小
、
中
央
中
へ
寄
付

　

こ
の
ほ
ど
、
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
（
渡
辺
次
義
会
長
）
か
ら
中
央
小
、

中
央
中
へ
図
書
代
の
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
で

寄
せ
ら
れ
た
善
意
を
贈
ら
れ
た
も
の

で
、
こ
れ
か
ら
毎
年
続
け
て
い
く
予
定

と
の
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
の
輝
か
し
い

未
来
の
た
め
に
優
良
図
書
の
購
入
に

充
て
ら
れ
ま
す
。

　

中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
と
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
に
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

▲寄付金の贈呈を行う渡辺次義会長ら
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町
に
シ
ク
ラ
メ
ン
の
寄
贈

　

十
二
月
二
日
、
町
に
シ
ク
ラ
メ
ン
の
贈
呈

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
内
四
か
所
の
シ
ク
ラ
メ
ン
栽

培
農
家
の
方
達
で
構
成
さ
れ
る
シ
ク
ラ
メ

ン
栽
培
組
合
（
左
座
一
重
会
長
）
か
ら
の
寄

贈
で
、
役
場
中
央
庁
舎
、
砥
用
庁
舎
の
両
庁

舎
に
飾
ら
れ
て
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。

　

シ
ク
ラ
メ
ン
栽
培
組
合
の
み
な
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲長嶺町長とシクラメン栽培組合のみなさん

◆
俳
句
◆

除
夜
の
鐘
今
年
も
元
氣
で
初
詣
で

東
田　

信
男

玄
関
に
日
の
丸
も
又
良
き
日
か
な

清
水　

龍
介

◆
短
歌
◆

北
風
に
真
っ
赤
な
ほ
っ
ぺ
走
り
行
き

　
　
　
　

駅
伝
目
当
て
今
日
も
鍛き

た

え
り

服
部　

文
雄

一
夜
明
け
丑
年
ス
タ
ー
ト
モ
ー
よ
か
ろ
う

　
　
　
　

今
年
は
明
る
い
希
望
の
年
に

藤
田　

幸
子

穏お
だ

や
か
に
迎
え
し
初
春
雪
が
舞ま

う

　
　
　
　

健
康
祈
り
て
心
静
か
に

田
代　

昭
子

初
午
の
福
を
授さ

ず

か
る
餅
ま
き
に

　
　

我
を
わ
す
れ
て
掻か

き
よ
せ
る
な
り

福
嵜　

幸
弘

暗
き
世
に
明
る
さ
照
ら
す
孫
の
顔

　
　
　
　

思
う
学
校
通
い
て
笑
顔

服
部　

文
雄

初
日
の
出
心
静
か
に
手
を
あ
わ
せ

　
　
　
　

町
の
幸
せ
皆
の
幸
せ

渡
辺
こ
ず
え

宇
土
藩
士
砥
用
鹿
狩
り
寺
詣も

う

で

　
　
　
　

通
り
し
丸
木
釋
迦
院
橋
よ

丸
山　

勝
次

青
い
灯
は
心
を
癒
す
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　

益
城
の
魚
群
夜
の
芸
術

丸
山　

寿
恵

◆
肥
後
狂
句
◆

ス
ー
ツ
着
て
孫
に
も
衣
装
褒
め
ら
れ
る

ス
ー
ツ
着
て
何
の
間
違
い
か
写
真
撮
る

ス
ー
ツ
着
て
花
嫁
さ
ん
を
待
つ
ご
た
る

ス
ー
ツ
着
て
今
日
は
見
合
い
に
行
か
な
ん
と

ス
ー
ツ
着
て
何
所
に
行
く
や
ら
解
ら
ん
と

竹
口　

景
子

【広報文芸】

※
二
月
号
掲
載
作
品
の
締
切
り
は

二
月
六
日(

金)

ま
で
で
す
。
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　美里町が発注する「建設工事」「測量・建設コンサルタント業務等」の 2

部門により入札参加者資格審査申請書の受付を行いますので、入札参加を

希望される方は、平成 21・22 年度美里町入札参加者資格審査申請要領に基

づき申請書を提出してください。

平成 21・22 年度入札参加者資格審査申請書
（指名願い）の受付について

問合先・受付場所　役場総務課　管財係　☎４６－２１１１（内線 117）

１. 受付期間　２月２日（月）～２月 27 日（金）

２．提出方法　郵送・持参のいずれか。

３．提出書類　美里町ホームページ上の平成 21・22 年度美里町入札参加者

　　　　　　　資格審査申請要領をご参照いただくか、総務課管財係までお

　　　　　　　問い合わせください。また、今回の受付より、一部の書類に

　　　　　　　ついて指定様式を作成しておりますのでご注意ください。

　　　　　　　※美里町ホームページ → 行政情報 → 各課の業務内容 → 

　　　　　　　総務課 → 平成 21・22 年度入札参加者資格審査申請書（指

　　　　　　　名願い）の受付について

４．入札参加者資格の有効期間

　　　　　　　平成 21 年４月１日～平成 23 年３月 31 日（２年間）

●２月のホール催し物　問は問合先です。

２月８日 (日 )　カラオケ発表会　10 時

　　　　　　　　問村山レコード

２月 11 日 ( 水 )　ひびきの森大学第 4 回講座

　　　　　　　　13 時

　　　　　　　　「今 教育に思うこと」

　　　　　　　　熊本県前教育長

　　　　　　　　崇城大学 教授

　　　　　　　　柿塚　純男氏

　　　　　　　　問ひびきの森大学

２月 22 日 ( 日 )　第９回伝統文化「野生の会」

　　　　　　　　発表会　11 時

　　　　　　　　問美里町伝統文化「野生の会」

３月１日 (日 )　砥用音楽幼稚園 30 周年

　　　　　　　　ハッピーコンサート　13 時

　　　　　　　　問砥用音楽幼稚園

文化交流センター“ひびき
”での催し物ご案内

●コミュニティホール

　２月 24 日 ( 火 ) ～３月６日 (金 )

　砥用音楽幼稚園作品展

○貸し展示場のご案内

　コミュニティホールであなたの作品を展示し

ませんか？個人・グループで、絵画・写真・書・

工芸などの展示にご利用ください。町外の方も

利用できます。

　使用料は、一週間1,000円。搬出・搬入・展示は、

ご本人でお願いします。

○「ひびきの森大学」からのお知らせ

　笑い・涙・感動がいっぱい。いろんな人との

出会いが一杯。あなたも参加しませんか

問合先　美里町文化交流センター“ひびき”

　　　　☎ 48 ‒ 8333
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      Well, this is the second month of the new year 
and as usual, it is cold. (Brrrrrrrrrrr!)  This year I 
would like to point out a very special recognition day 
for all the Presidents who served our “Great” nation 
in America.  And with their guidance, helped to keep 
International Relations alive in the world.  Presidents’ 
Day is always held on the fi rst Tuesday of February.  
This day was set aside to pay homage to the 
Presidents who served The United States of America.
     America’ s Presidents have represented many 
states, held diff erent occupations and faced diffi  cult 
challenges.  However, each President answered the 
same call － the call to serve the American people.  
In America many organizations teach people about 
the past Presidents with the intention of making 
people aware of civic duty.  As we learn about the 
Presidents, try to think of ways you can serve your 
neighbor, community or country today.
     President Abraham Lincoln is a Great example 
of a “Great” American President.  President Lincoln 
failed at business many times, but he never gave up.  
He also tried to become President several times, but 
fi nally he became President.  He was a very Fair and 
Honest President.  That is why he got the nickname 
“Honest ABE”
     Another President who was famous was John 
F. Kennedy.  He was a Navy Ensign who saved the 
crew of “P.T. 109”.  He was a war hero who became 
President and changed the course of History by 
introducing the “Civil Rights Bill” for minorities in 
America.  So as you can see by these two examples of 
“Leadership” , being a Leader takes courage, bravery 
and an Indomitable Spirit to achieve goals and move 
forward.  Complacency can only lead to disaster, 
if people are not able to stand up for their actions.  
These Presidents that I used as examples are “Great 
Leaders” because they stood for what they believed 
in and were selfl ess in their virtues.
     Last, I  would like to thank all the people of 
Misato town for all the support that was given to 
our Family during a very sad time in our lives.  Your 
support and charity will always be remembered.
Kumi K. De Paulitte
12/28/2008(18:57)

　今月は、新しい年になって二月目です。そして、例

年と変わらず寒いです。（ブルブルブルブル！）今年は、

アメリカで私たちの「素晴らしい」国に尽くした全ての

大統領にとって非常に特別な日で誰もが知っている日に

注目したいと思います。彼らの助言は、世界の国際関係

を維持する一助を担ってきました。「大統領記念日」は、

いつも2月の第一火曜日に設けられています。この日は、

アメリカ合衆国に尽くした大統領に敬意を表するために

設けられました。

　アメリカの大統領は、多くの州を代表し、様々な職業

を持ちそして難問に直面してきました。しかしながら、

どの大統領も同じ要求に応えてきました。アメリカの

人々のために尽くすという要求に。アメリカでは多くの

組織が、市民としての義務を人々に気付かせることを意

図して過去の大統領のことを教えています。大統領のこ

とを学ぶにつれて、今日では、自分たちも隣人や地域や

国のために奉仕できる方法を考えるようになりました。

　エイブラハム・リンカーン大統領は、「偉大な」アメ

リカの大統領の中でも素晴らしい人の例です。リンカー

ン大統領は、何度もビジネスに失敗しましたが、決して

あきらめませんでした。彼はまた、大統領にも何度かな

ろうとし、ようやく大統領になることができました。彼

はとても公平で正直な大統領でした。ですから、彼には

「オネスト・エイブ（正直なエイブラハム）」というニッ

クネームがあります。

　もう一人の有名な大統領は、ジョン・F・ケネディです。

彼は、「P.T. 109（魚雷艇）」の乗組員を救った海軍少尉

でした。彼は大統領になった戦争の英雄で、アメリカの

少数派のために「公民権法案（合衆国憲法に規定されて

いるとおりにアフリカ系アメリカ人に平等な権利を与え

るために策定された法案）」を導入することで、歴史の

流れを変えました。この二つの「リーダーシップ」の例

から皆さんもお分かりのとおり、指導者になるには、目

標達成に向けて前進するための度胸と勇気と不屈の精神

が必要です。もし人々が自分たちの行動のために立ち上

がることができなければ、自己満足は、大失敗しか導き

出しません。私が例として用いたこれらの大統領は、「偉

大な指導者」です。なぜなら、彼らは自分たちが信じた

もののために立ち上がり、無私無欲が彼らの美徳だった

からです。

　最後に、私たち家族の人生においてとても悲しい時に

私たちに与えてくださった美里町の皆さんのお力添えに

対し、感謝の気持ちを表したいと思います。皆さんのサ

ポートと思いやりは、いつまでも忘れません。

久美・K・ディポリティ

2008 年 12 月 28 日 (18:57)

※アメリカの風習に沿い、故人に敬意を表して、文章の

　最後に故人の死亡年月日と時間を記載しています。

和訳：JUN

⑮
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社協
だより

No.50

広げよう福祉の輪を

平
成
二
十
年
度

　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

昨
年
度
は
豪
雨
災
害
の
た
め
会

場
の
都
合
が
つ
か
ず
開
催
が
で
き

な
か
っ
た
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で
す

が
、
本
年
度
は
、
去
る
十
二
月
四

日
、
美
里
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

ひ
び
き
に
お
い
て
、
長
嶺
興
也
町

長
、
上
村
則
幸
町
議
会
議
長
、
日

方
和
義
教
育
長
を
来
賓
に
迎
え
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
砥
用
音
楽
幼
稚
園
児

の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
太
鼓
演
奏
で

幕
を
開
け
、
吉
瀬
虎
男
副
会
長
司

会
進
行
の
下
、
笹
原
典
昭
副
会
長

の
開
会
宣
言
、
国
歌
斉
唱
、
物
故

者
へ
の
黙
祷
、
篠
塚
民
雄
会
長
に

よ
る
主
催
者
挨
拶
に
続
き
、
白
寿

会
員
（
５
名
）、
米
寿
会
員
（
49

名
）、
叙
勲
の
栄
誉
に
輝
か
れ
た

会
員
（
２
名
）、
永
年
勤
続
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
（
３
名
）
の
表

彰
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
表

彰
者
に
会
場
い
っ
ぱ
い
の
参
加
者

（
４
０
０
名
）
か
ら
祝
福
の
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
会
で
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
み
ず
ほ
（
安
部
）
の
金
井

ひ
と
み
施
設
長
か
ら
、
全
国
的

に
展
開
さ
れ
て
い
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
一
環
と
し

て
、「
認
知
症
を
理
解
し
、
地
域

で
支
え
あ
う
た
め
に
で
き
る
こ

と
」
と
題
し
て
、
映
像
を
交
え

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受

講
し
た
会
員
に
は
、
一
人
一
人

に
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が
配
付
さ

れ
、
受
講
の
証
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

部
で
は
、
畑
田
生
長
永
富
親
和

会
々
長
と
吉
住
昭
子
中
地
区
老

人
ク
ラ
ブ
女
性
部
長
の
二
人
に

よ
る
巧
み
な
進
行
で
、
趣
味
ク

ラ
ブ
や
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら

の
出
し
物
（
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、

ダ
ン
ス
な
ど
）
が
披
露
さ
れ
、

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
最
後

に
、
吉
瀬
虎
男
副
会
長
の
ハ
ー

モ
ニ
カ
伴
奏
に
合
わ
せ
、
全
員

で
ふ
る
さ
と
を
合
唱
し
、
杉
浦
重

雄
副
会
長
に
よ
る
閉
会
宣
言
で
、

大
会
の
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

叙
勲
表
彰
を
受
け
る
松
浦
邦
和
さ
ん

▼

講
演
い
た
だ
い
た
金
井
ひ
と
み
氏

▼

息
の
あ
っ
た
健
康
ダ
ン
ス

▼

会
場
い
っ
ぱ
い
の
参
加
者

▼

　

学
校
募
金
を
手
渡
す
髙
田

愛
生
さ
ん
（
励
徳
小
６
年
）

▼

ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

赤
い
羽
根
共
同
募
金

共
同
募
金
ク
イ
ズ

（
間
違
い
さ
が
し
）
当
選
者

　

「
地
域
の
福
祉
、
み
ん
な
で
参

加
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
赤
い
羽

根
共
同
募
金
で
す
が
、
町
民
の

皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
に

よ
り
、
多
額
の
募
金
額
（
別
表
）

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
浄
財
は
、
す
べ
て

熊
本
県
共
同
募
金
会
へ
送
金
し
、

同
会
を
通
し
て
、
平
成
二
十
一

年
度
の
県
下
の
福
祉
事
業（
老
人
・

障
害
・
児
童
・
そ
の
他
の
福
祉
施

設
の
整
備
、
福
祉
車
両
の
整
備
な

ど
）
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度

共
同
募
金
配
分
金
事
業
と
し
て
、

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
、
友
愛
弁
当
、

歳
末
見
舞
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
ふ
れ

あ
い
ア
ン
ド
ヘ
ル
プ
事
業
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
バ
ス
ハ
イ
ク
、
車
い

す
利
用
者
等
バ
ス
ハ
イ
ク
、
児
童

文
庫
補
助
な
ど
の
事
業
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

二
十
三
通
の
応
募
が
あ
り
、
う

ち
十
九
通
が
正
解
で
し
た
。
厳
正
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～２月の行事予定～

寄
付
お
礼

匿
名　
　
　
　
　
　
　
　

金
一
封

モデル老人クラブ体力測定　　（3日）

宇城管内老連会長･女性部長会議　（6日）

心配ごと相談（住民相談） 　 　  (10日)

事業所ケア会議　　　　　　　　(12日)

友愛訪問活動とりまとめ　 　　（未定）

こどものひろば　　　　　　(21日)

民協例会　　　　　　　　　（未定）

心配ごと相談（住民相談）　 (24日)

事業所ケア会議　　　　　　(25日)

県老連会員増強推進委員会　（26日）

香
典
返
し
の
お
礼

十
二
月
九
日
～
一
月
五
日
受
付

馬　

場　
　
　

舛
田　

敏
勝
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡
ア
イ
子
様

萱　

野　
　
　

唯
野　

義
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡
シ
ズ
ヨ
様

岩　

野　
　
　

藤
本　

勝
女
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

軍
藏
様

土　

喰　
　
　

尾
上　

修
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡
ユ
キ
ヱ
様

土　

喰　
　
　

北
川
浩
一
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

昌
代
様

甲
佐
平　
　
　

西
谷　

茂
二
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡
ミ
チ
エ
様

な
る
抽
選
の
結
果
、
次
の
方
々
が

当
選
と
な
り
、
粗
品
を
お
贈
り
し

ま
し
た
。
来
年
度
も
実
施
し
ま
す

の
で
、
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

佐　

俣　
　
　

宮
田
明
子
さ
ん

土　

喰　
　
　

吉
住
栄
子
さ
ん

原　

町　
　
　

堀
田
春
美
さ
ん

永　

富　
　
　

松
永
一
紀
さ
ん

永　

富　
　
　

光
江
洋
一
さ
ん

大　

窪　
　
　

立
川
れ
い
子
さ
ん

古　

閑　
　
　

澤
田
み
ち
よ
さ
ん

早　

楠　
　
　

椿
た
え
子
さ
ん

畝　

野　
　
　

島
村
キ
ヌ
エ
さ
ん

大
井
早　
　
　

山
田
愛
子
さ
ん

　

境　
　
　
　

赤
星　

幸
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

佑　

様

洞　

岳　
　
　

石
𠩤
新
之
祐
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡
シ
マ
ノ
様

豊　

富　
　
　

田
村　

澄
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

敏
雄
様

豊　

富　
　
　

今
田
サ
チ
コ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

正
義
様

岩　

野　
　
　

岩
永　

芳
枝
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

周
藏
様

二
和
田　
　
　

甲
斐　

鈴
世
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

亡
斉
藤
春
子
様

埼
玉
県
草
加
市

　
　
　
　
　
　

鍬
田　

洋
一
さ
ん

　
　

亡　

義
勝
様
（
木
早
川
内
）

平成 20 年度赤い羽根共同募金内訳

□戸別募金　　町内 63 行政区 1,849,000 円

□街頭募金　　今田商店 253 円、ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄゆうき砥用店 206 円、

　　　　　　　ｴﾌﾞﾘﾜﾝ美里店 1,277 円、ｽｰﾊﾟｰﾀｹﾀﾞ 182 円、ﾏﾙｾｲ

　　　　　　　ﾄﾞﾗｯｸﾞ 135 円、ありさ 95 円、ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ美里佐俣店　 

　　　　　　　317円、真秀の郷 1,025 円、Ｙｼｮｯﾌﾟ萱野店 719 円、

　　　　　　　ﾘｯｸ富田 10,095 円、石段の郷佐俣の湯 (農産物直売

　　　　　　　所を含む)3,205円、福祉保健ｾﾝﾀｰ湯の香苑2,170円、

　　　　　　　老人福祉ｾﾝﾀｰ 940 円、特別養護老人ホームこもれび

　　　　　　　319 円、元湯佐俣の湯 1,625 円

□学校募金　　中央小学校 11,230 円、砥用小学校 4,712 円　　　　

　　　　　　　励徳小学校 16,352 円、中央中学校 6,100 円　　　　

　　　        砥用中学校 11,650 円　

□職域募金　　嘱託員会 63,000 円、民生委員児童委員協議会

　　　　　　　35,000 円、役場友和会 82,500 円、特別養護老人

　　　　　　　ホームこもれび 5,000 円、社会福祉協議会職員一同

　　　　　　　55,000 円、社会福祉法人千寿会 106,000 円

　　　　　　　ゆきぞの学園 14,000 円、議会議員一同 16,000 円　

　　　　　　　ともち未来病院 20,000 円、みずほ 7,051 円、間部

　　　　　　　病院 10,000円、あゆの里学園 4,535円、なごみの里

　　　　　　　2,336 円

□個人募金　　吉田民子さん 10,090 円、笹原典昭さん 2,188 円　

□その他　　　預金利子 1,018 円　　　

□資材費　　　どらえもん貯金箱△ 7,000 円、ﾊﾝｶﾁｾｯﾄ△ 41,807 円

募　金　総　額　　　2,306,518 円

◎順不同

◎平成 21 年 1 月 22日現在

◎赤い羽根共同募金は、「社会福祉法」に基づく公的募金です。



中央庁舎（代表）　☎ 46-2111

美里町役場

総務課　

行政係…111・112・113

財政係…114・115　

防災交通係…103・104

管財係…116・117

行財政改革係…317

総合窓口課

中央庁舎総合窓口係

…140・142

税務課　

町民税係…133・134

固定資産税係…131・132

納税係…135

住民課　

老人医療係…153

住民係…151・152　

国保年金係…154・155

経済課　

農政係…174・175・176

耕地係…172・173

農業委員会係…191

会計課…231・232

学務課…221・223

議会事務局…203・204

砥用庁舎（代表）　☎ 47-1111
企画観光課　

政策企画係

…309・313・314・336

まちづくり係

…317・318・319

情報推進係…310・311

総合窓口課

調整係…306・399

総合窓口係…216・219・220

福祉課　

社会福祉係…227・230

高齢者福祉係…228・229・231

介護保険係

…222・224・225

会計室…203・302

林務地籍課

林務係…322・324

地籍係…323・325

建設課

管理係…330・331・332

建設係

…326・327・328・329

用地係…312

保健課　

健康支援係

…211・212・213・214・215

環境衛生係…206・207

三本松出張所

中央公民館（社会教育課）

上下水道課

文化交流センター「ひびき」

町総合体育館

砥用Ｂ＆Ｇ海洋センター

福祉保健センター「湯の香苑」

老人福祉センター

石段の郷「佐俣の湯」

元気の森「かじか」

ガーデンプレイス・家族村

☎ 48-0101

☎ 46-2038

☎ 47-2627

☎ 48-8333

☎ 46-4141

☎ 48-0546

☎ 46-4005

☎ 47-0065

☎ 46-4111

☎ 46-3993

☎ 48-0158
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成
人
式
に
出
席
さ
れ
た

み
な
さ
ん
へ

　

成
人
式
の
記
念
写
真
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

左
記
の
場
所
に
て
配
布
い
た
し
ま

す
の
で
、
受
け
取
り
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
の
方
で
も
受
け
取

り
で
き
ま
す
。

●
中
央
地
区

　

美
里
町
中
央
公
民
館
〔
祝
日
休
〕

●
砥
用
地
区

　

美
里
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ひ

び
き
」

〔
月
曜
休　

た
だ
し
、
月
曜
が
休

日
の
場
合
は
翌
日
が
休
館
〕

問
合
先　

社
会
教
育
課
（
中
央
公

民
館
内
）
☎
４
６ -

２
０
３
８

　

平
成
二
十
年
度
福
祉
事
業
で
、

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
が
、

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ひ
び
き
」

と
、
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
「
湯
の

香
苑
」
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

温
水
シ
ャ
ワ
ー
で
洗
浄
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
施
設
職

員
に
使
用
方
法
の
説
明
を
受
け
て

か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）

　

臓
器
に
機
能
障
害
を
負
い
、
手

術
に
よ
っ
て
人
工
的
に
腹
部
へ
人

工
肛
門
や
人
工
膀
胱
な
ど
の
「
排

泄
口
（
ギ
リ
シ
ャ
語
で
ス
ト
ー
マ
）」

を
造
設
し
た
人
を
「
オ
ス
ト
メ
イ

ト
」
と
言
い
ま
す
。

＝
障
害
者
福
祉
＝

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の

利
用
が
出
来
ま
す

熊
本
県
最
低
賃
金
お
よ
び

熊
本
県
産
業
別
最
低
賃
金
の

　
　
　

改
正
に
つ
い
て

　

最
低
賃
金
に
は
、
県
内
の
全
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
熊
本
県

最
低
賃
金
と
、
特
定
の
産
業
に
従

事
す
る
基
幹
的
労
働
者
に
適
用
さ

れ
る
産
業
別
最
低
賃
金
の
二
つ
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
最
低
賃
金
は
、臨
時
・

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
を
含
む
全
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て

は
、
派
遣
先
の
事
業
場
に
適
用
さ

れ
て
い
る
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　

熊
本
県
最
低
賃
金
は
平
成
二
十

年
十
月
十
七
日
か
ら
改
正
さ
れ
、

現
在
時
間
額
が
六
百
二
十
八
円
で
す
。

　

ま
た
、
産
業
別
最
低
賃
金
は
平

成
二
十
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
次

の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

①
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

　

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

　

通
信
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃

　

金
は
、
時
間
額
が
六
百
九
十
三
円

②
自
動
車･

同
附
属
品
製
造
業
、

　

船
舶
製
造･

修
理
業
、
船
舶
用

　

機
関
製
造
業
最
低
賃
金
は
、
時

　

間
額
が
七
百
四
十
三
円

③
百
貨
店
，
総
合
ス
ー
パ
ー
最
低

　

賃
金
は
、
時
間
額
が
六
百
九
十
三

　

円
で
す
。

　
　

な
お
、
紡
績
業
、
ね
ん
糸
製

　

造
業
、
織
物
業
、
靴
下
製
造
業

　

最
低
賃
金
は
、
引
き
続
き
、

　

日
額
が
五
千
百
七
十
六
円
、

　

時
間
額
が
六
百
四
十
七
円
で
す
。

　

産
業
別
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ

て
い
る
産
業
で
も
、
十
八
歳
未
満

ま
た
は
六
十
五
歳
以
上
の
方
、
清

掃
ま
た
は
片
付
け
の
業
務
に
主
と

し
て
従
事
す
る
方
等
に
は
、
熊
本

県
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金

に
は
、
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
手
当
、

精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族

手
当
、
お
よ
び
賞
与
等
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
の
ほ
か
、
詳
し
い
こ
と
は

熊
本
労
働
局
賃
金
室
☎
０
９
６ -

３
５
５ -

３
２
０
２
ま
た
は
お
近

く
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

（
本
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

「
必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金
！

使
用
者
も　

労
働
者
も
」
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ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

　
　
　

加
入
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
二
十
一
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
の
加
入
受
付
が
三
月
か

ら
開
始
。
万
一
の
怪
我
に
備
え
て

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
団
体
活
動
を
行
う
五
人
以
上
の

　

方
々
で
加
入
で
き
ま
す
。

●
団
体
で
活
動
中
お
よ
び
団
体
活

　

動
へ
の
往
復
中
の
事
故
が
対
象

　

と
な
り
ま
す
。

●
保
険
の
内
容
は
傷
害
保
険
・
賠

　

償
責
任
保
険
・
共
催
見
舞
金
が

　

あ
り
ま
す
。

　

掛
け
金
は
子
ど
も
が
六
百
円
か

　

ら
、
大
人
は
活
動
内
容
に
よ
っ

　

て
金
額
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊

本
県
支
部

☎
０
９
６ -

２
１
３ -

９
０
１
５

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、

高
齢
者
の
方
々
の
健
康
と
生
き
が

い
づ
く
り
、
高
齢
社
会
の
リ
ー
ダ

ー
育
成
を
目
的
に
「
熊
本
さ
わ
や

か
大
学
校
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

１
年
間
に
わ
た
る
幅
広
い
学
習
や

体
験
を
通
し
て
、
生
き
が
い
再
発

見
、
社
会
参
加
、
さ
ら
に
は
、
新

た
な
交
流
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を

し
ま
せ
ん
か
。

入
学
資
格

　

県
内
在
住
で
、
学
習
意
欲
の
あ

　

る
六
十
歳
以
上
の
人
（
昭
和

　

二
十
四
年
四
月
一
日
以
前
に
生

　

ま
れ
た
人
）

募
集
定
員

　

熊
本
校
百
人
、
八
代
校
八
十
人

　

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

　

と
な
り
ま
す
）

募
集
期
間　

　

平
成
二
十
一
年
二
月
十
日（
火
）

　

～
三
月
十
日
（
火
）

講
座
内
容

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
、
元
気
で

　

百
歳
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

　

秋
の
日
帰
り
バ
ス
研
修
、
熊
本

　

の
歴
史
に
つ
い
て
の
講
座
な
ど
、

　

講
座
は
年
間
四
十
回
、
テ
ー
マ

　

は
毎
回
異
な
り
ま
す
。
楽
し
く

　

役
に
立
つ
講
座
が
盛
り
だ
く
さ

　

ん
で
す
。

開
催
曜
日

　

熊
本
校
：
毎
週
木
曜
日

　

午
後
一
時
三
十
分
～

　

午
後
三
時
三
十
分

　

八
代
校
：
毎
週
火
曜
日　

　

午
後
一
時
三
十
分
～

　

午
後
三
時
三
十
分

　

（
熊
本
校
・
八
代
校
と
も
に
、　

　

前
年
度
と
開
講
曜
日
が
異
な
り

　

ま
す
）

受
講
期
間

　

平
成
二
十
一
年
四
月
～

　

平
成
二
十
二
年
三
月

会
場

　

熊
本
校
：
熊
本
県
総
合
福
祉
セ

　

ン
タ
ー
（
熊
本
市
南
千
反
畑
町

　

三-

七
）

　

八
代
校
：
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ　

　

ニ
ー
ホ
ー
ル
（
八
代
市
新
町
五

　

 -

二
〇
）

受
講
料
等

　

入
学
金
：
千
円　

　

受
講
料
：
一
万
千
円
（
入
学
時

　

に
一
括
納
付
）

申
込
方
法

　

各
市
町
村
福
祉
課
ま
た
は
教
育

　

委
員
会
、
熊
本
市
内
公
民
館
等

　

に
置
い
て
あ
り
ま
す
パ
ン
フ

　

レ
ッ
ト
に
て
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

熊
本
県
産
業
廃
棄
物
税

　
　
　
　

の
税
収
を
活
用

　

保
健
課
で
は
、
産
業
廃
棄
物
最

終
処
分
場
周
辺
地
域
の
環
境
整
備

の
た
め
、
毎
年
、
熊
本
県
産
業
廃

棄
物
税
の
税
収
を
活
用
し
て
、
金

木
川
の
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

二
十
年
度
も
、
九
月
と
十
二
月

の
二
回
、検
査
を
行
い
ま
し
た
が
、

金
木
川
の
水
質
に
は
何
ら
異
常
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

町
で
は
、地
域
の
環
境
を
守
り
、

健
全
な
住
民
の
生
活
を
維
持
で
き

る
よ
う
、
今
後
も
河
川
汚
染
調
査

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
は
県
の
補
助

を
受
け
て
実
施
す
る
も
の
で
、
平

成
二
十
一
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
県
へ
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。

問
合
先　

役
場
保
健
課

☎
４
７ -

１
１
１
１

水
道
管
の
凍
結
防
止
に
つ
い
て

こ
ん
な
と
き
は
水
道
管
の
凍
結
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

・
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
と
き
。

（
風
通
し
の
良
い
北
側
の
む
き
出

し
の
水
道
管
が
特
に
注
意
！
）

・
冬
場
長
期
間
不
在
に
す
る
時
は  

　

予
防
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

凍
結
の
予
防
は
？

・
露
出
し
た
配
管
は
、
保
温
材
で

　

巻
い
て
く
だ
さ
い
。

・
蛇
口
を
少
し
開
け
て
お
い
て
く

　

だ
さ
い
。
（
水
が
絶
え
ず
動
く

　

の
で
予
防
に
な
り
ま
す
。
）
な

　

お
、
節
水
の
為
に
も
、
バ
ケ
ツ

　

に
溜
め
る
よ
う
に
し
て
お
く
と

　

良
い
で
し
ょ
う
。

・
水
道
管
の
水
抜
き
を
す
る
。（
水

　

そ
の
も
の
が
無
い
の
で
凍
る
も     

　

の
が
な
く
な
り
ま
す
。）

も
し
、
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら
…

・
蛇
口
を
開
い
て
（
水
の
逃
げ
道

　

を
作
る
）
自
然
に
溶
け
る
の
を

　

待
つ
か
、
タ
オ
ル
等
を
か
ぶ
せ

　

て
、
ぬ
る
ま
湯
を
ま
ん
べ
ん
な

　

く
か
け
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
気

　

長
に
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

・
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道

　

管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
恐
れ
が

　

あ
り
ま
す
。

凍
結
等
で
水
道
管
が
破
裂
し
て
し

ま
っ
た
ら
？

・
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合
は
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水

栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

後
、
水
道
業
者
へ
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

役
場
上
下
水
道
課

☎
４
７ -

２
６
２
７

金
木
川
の
水
質
検
査
を
実
施
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○
確
定
申
告
は

　
　
　

正
し
く
お
早
め
に

　

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
分
の
所
得
税

の
確
定
申
告
期
間
は
、
平
成

二
十
一
年
二
月
十
六
日
（
月
）

か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
十
六

日
（
月
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所

得
金
額
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し

て
納
税
す
る
申
告
納
税
制
度
を

採
っ
て
い
ま
す
の
で
、
所
得
金
額

や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、
申
告

と
納
税
は
、
期
限
内
に
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
書
の
提
出

は
、
送
付
等
で
も
結
構
で
す
。（
注
）

　

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す

と
、
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
、

長
時
間
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
申
告
を
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
、「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
簡
単
に
申
告
書
等
の

作
成
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

(http://w
w
w.nta.go.jp)

　

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税

務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
注
）
税
務
上
の
申
告
書
や
申
請

　

書
・
届
書
は
「
信
書
」
に
当
た

　

る
こ
と
か
ら
、
税
務
署
に
送
付

　

す
る
場
合
に
は
、
郵
便
（
第
一

　

種
郵
便
物
）
ま
た
は
信
書
便
で

　

お
早
め
に
送
付
願
い
ま
す
。（
郵

　

便
・
信
書
便
以
外
の
荷
物
扱
い

　

で
送
付
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

　

ん
。
）　

問
合
先　

宇
土
税
務
署

☎
２
２ -

０
４
１
０

※
自
動
音
声
案
内

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
画
面
案
内
に

従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
る
こ
と

に
よ
り
、
確
定
申
告
書
等
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（http://www.nta.go.jp

）

　

作
成
し
た
確
定
申
告
書
等
は
印

刷
し
て
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
電
子
申
告
用
デ
ー
タ
を

作
成
す
れ
ば
、
電
子
申
告
に
よ
り

申
告
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

（
贈
与
税
を
除
く
）。

　

な
お
、
平
成
二
十
一
年
一
月
四

日
以
降
に
、
電
子
申
告
を
利
用
し

て
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
と
、

①
本
人
の
電
子
署
名
及
び
電
子
証

　

明
書
を
付
け
て
申
告
期
限
ま
で

　

に
申
告
さ
れ
た
方
は
、
所
得
税

　

の
額
か
ら
五
千
円
（
そ
の
年
分

　

の
所
得
税
を
限
度
と
し
ま
す
。）

　

を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

（
平
成
十
九
年
分
で
適
用
を
受

　

け
た
方
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

二
十
年
分
の
控
除
は
で
き
ま
せ

　

ん
。）

②
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収

　

票
等
の
提
出
又
は
提
示
に
代
え

　

て
、
そ
の
記
載
内
容
を
入
力
し

　

て
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

（
申
告
期
限
か
ら
三
年
間
は
、

　

税
務
署
長
の
要
求
に
対
し
提
出

　

ま
た
は
提
示
義
務
が
あ
り
ま
す
。）

③
電
子
申
告
を
利
用
し
て
申
告
さ

　

れ
た
還
付
申
告
は
早
期
処
理
し

　

て
い
ま
す
。（
お
お
む
ね
三
週

　

間
程
度
）

　

詳
細
はe-Tax
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w.e-tax.nta.go.jp

）

美
里
町
非
常
勤
職
員
募
集

　

町
で
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月

一
日
か
ら
二
十
二
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
期
間
任
用
す
る
非
常
勤

職
員
（
高
卒
程
度
）
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種　

小
・
中
学
校
図
書
管

理
（
司
書
・
司
書
補
）

募
集
人
数　

一
人

勤
務
条
件
等

①
報
酬
額　

月
額　
　
　
　
　
　

　

一
〇
二
、
〇
〇
〇
円
～　
　
　

　
　
　
　
　

 

一
一
二
、〇
〇
〇
円

②
手
当　

時
間
外
勤
務
手
当
は
勤

　

務
実
績
に
応
じ
、
報
酬
額
の
増

　

給
と
し
て
支
給
す
る
。
そ
の
他

　

の
手
当
は
支
給
し
な
い
。

③
勤
務
時
間　

週
三
十
時
間
の
範

　

囲
内
で
任
命
権
者
も
し
く
は
学

　

校
長
が
定
め
る
時
間
。

④
休
暇　

任
用
の
日
か
ら
の
勤
務

　

期
間
に
応
じ
、
労
働
基
準
法
第

　

三
十
九
条
に
定
め
る
年
次
有
給

　

休
暇
を
取
得
で
き
る
。

⑤
そ
の
他　

社
会
保
険
、
厚
生
年

　

金
、雇
用
保
険
等
の
適
用
有
り
。

応
募
資
格　

次
に
該
当
し
な
い
者
。

◆
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐

　

人
（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）。

◆
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

　

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た

　

は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

　

な
く
な
る
ま
で
の
者
。

◆
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処

　

分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か

　

ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者
。

◆
日
本
国
憲
法
の
施
行
の
日
以
後

　

に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
ま
た

　

は
そ
の
下
に
設
立
し
た
政
府
を

　

暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張

　

す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結

　

成
し
、
ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し

　

た
者
。

試
験
内
容　

面
接
試
験

試
験
日
時　

三
月
五
日
（
木
）
午

前
十
時
～

試
験
場
所　

役
場
中
央
庁
舎
二
階

第
一
会
議
室

受
付
期
間　

二
月
十
日
（
火
）
～

二
十
七
日
（
金
）
※
消
印
有
効

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祭
日
を
除
く
。

受
付
時
間　

午
前
八
時
三
十
分
～

午
後
五
時
三
十
分

申
込
方
法　

町
発
行
の
申
込
書

（
中
央
庁
舎
学
務
課
ま
た
は
砥
用

庁
舎
総
合
窓
口
課
で
配
付
）
お
よ

び
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
役
場
学
務
課
へ
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送

の
場
合
は
「
美
里
町
非
常
勤
職
員

任
用
申
込
」
と
朱
書
き
し
た
封
筒

に
必
要
書
類
を
入
れ
、
配
達
記
録

郵
便
に
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

役
場
学
務
課

☎
４
６ -

２
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）
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国民年金は、日本国内に住む 20 歳以上 60 歳未満のすべての方が加入する制度です。

加入の種類 加入手続きと保険料の納付方法

第 1号被保険者

( 自営業者、学生、アルバイト、

無職の方など )

・ご自身で住民登録のある市町村の国民年金窓

　口へ届出をします。

・ご自身で保険料を納付します。

　　(平成 20 年度は月額 14,410 円です )

第 2号被保険者
( 会社員、公務員など )

・勤務先が届出を行います。

・保険料は給料から天引きされ、事業主が納付

　します。

第 3号被保険者
( 第 2 号被保険者に扶養されてい

る配偶者 )

・配偶者の勤務先が届出を行います。

・保険料は配偶者の加入する年金制度全体で負

　担します。

会社を退職されましたら国民年金に加入しましょう

○暮らしを支える 3つの基礎年金
老齢基礎年金・・65 歳から生涯にわたって受け取る年金です。

障害基礎年金・・病気やけがで一定の障害が残ったときに受け取る年金です。

遺族基礎年金・・本人が亡くなったときに、「子のある妻」または「子」に支給

　　　　　　　　される年金です。

○年金手帳は大切に保管しましょう
年金制度に加入すると年金手帳が交付されます。年金手帳にはあなたの基礎年

金番号が記載されます。

加入する年金制度が変わっても同じ番号を使用します。年金請求のときはもち

ろん、就職時や加入記録の照会の際にも必要ですので大切に保管してください。

社会保険事務所出張相談所開設日程

日　時　平成 21 年２月３日（火曜日）午前 10 時～午後３時

場　所　宇城市役所 (旧松橋町役場 )

  　　　厚生年金や国民年金の裁定請求等の相談もできます。

問合先

熊本東社会保険事務所　国民年金業務課　☎ 096-367-8144

○国民年金の加入者は 3種類です
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2 月の日曜当番医

１
日

狩場医院（宇城市） 　　　　　☎ 45-2017

谷田病院（甲佐町）　　　　　　☎ 096-234-1248

８
日

石井クリニック（美里町）　　　　　　☎ 46-3990

小屋迫医院（甲佐町） 　　　☎ 096-234-0165

15
日

たのうえ胃腸科クリニック（美里町）　☎ 47-6032

荒瀬病院（甲佐町）　　　　　　☎ 096-234-1161

22
日

間部病院 ( 美里町 )　　　　　　　　☎ 47-0032

谷田病院（甲佐町）　　　　　　☎ 096-234-1248

下益城郡医師会のホームページアドレス
http://www.s-ma.com/
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山
都
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戸
籍
の
窓
口

（敬称略）

（
12
月
受
付
分
）

母

父

美里町の 12月末の長寿医療制度（後
期高齢者 )対象者は 2,660人です。

九
月
の
医
療
費･

介
護
給
付
費

介護担当老人担当

今月の介護給付費は
１億0,990万9,993円でした。
９月末現在の認定者は 748 人
です。

（
町
負
担
分
の
み
）

今月の医療費（国保）は
8,927万 0,612円でした。
12月末現在の被保険者は 3,982
人です。（国保老人を除く）

国保担当問
合
先　

介
護
給
付
費
…
役
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福
祉
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療
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２
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み
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。
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ろ
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ぶ
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い
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ぬ
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な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

う
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帰
っ
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飼
わ

れ
て
い
る
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族
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ハ
リ
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だ
と
信
じ
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も
ら
え
ま
せ
ん
。

さ
て
、
ハ
リ
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は
ど
う
や
っ
て

ハ
リ
ー
だ
と
理
解
し
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も
ら
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
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ハ
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出
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福
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※
掲
載
し
て
欲
し
く
な
い
方
は
、
届
出

の
と
き
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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鍬
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義
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86 

木
早
川
内

２月の住民相談

期　日 場　所

10日㈫ 10:00～ 12:00 老人福祉センター

24日㈫ 10:00～ 12:00 湯の香苑

母

父

母

父父

母

父

母

善　

意

　

次
の
方
か
ら
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
（
敬
称
略
）

○
美
里
町
へ

▼　

「
し
め
縄
」　

　
　

山
崎
新
一　

山
都
町
目
丸

じ
さ
せ
な
い
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
か
わ
い
い
絵
が
特
徴
で
す
。

　

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
内
容
の
絵

本
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
親
子
で
読

ん
で
見
て
く
だ
さ
い
。

絵
本
の
へ
や　

松
原
美
恵
子
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■発行／美里町役場
■編集／企画観光課
■ホームページアドレス
　http://www.misato-t.kumamoto-sgn.jp/
■メールアドレス
　info@town.kumamoto-misato.lg.jp
■砥用庁舎　〒 861-4732
　熊本県下益城郡美里町三和 420
　☎ 0964-47-1111　FAX0964-47-0110

■中央庁舎　〒 861-4492

　熊本県下益城郡美里町馬場 1100　
　☎ 0964-46-2111　FAX0964-46-3510
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編 

集 

後 

記

１月
２月

村上優
ゆうた

太くん（坂貫）
平成 20年２月２日生　男

パパ康一さん　ママ幸美さん
ひとことＰＲ
「拳四朗・駿斗兄ちゃん一緒に
遊んでね！ふたいとこの美汐
ちゃん、よろしくね。」

ひとことＰＲ
「おうちのみんな、いつも遊
んでくれてありがとう。これ
からもよろしくね」

田村陵
りょうま

馬くん（大井早）
平成 20年１月８日生　男
パパ雄樹さん　ママ文華さん
ひとことＰＲ
「お兄ちゃんと遊ぶの大好き。
でもお手やわらかにね。」

矢澤健
けんき

生くん（中小路）
平成 20年２月 19 日生　男
パパ義隆さん　ママ布佐子さん
ひとことＰＲ
「マンマ大好き。優和お兄ちゃ
んと早くお外で遊べるよう

に、アンヨ練習中♡」

五瀬美
みしお

汐ちゃん（永富）
平成 20年２月３日生　女

パパ隆一さん　ママ香織さん

上角恵
けいと

友ちゃん（堅志田）
平成 20年２月 24 日生　女

パパ治樹さん　ママ裕美子さん

ひとことＰＲ
「今年の目標はパパって言え
るようにがんばりまーす☆」

寺田太
たいち

一くん（萱野）
平成 20年２月 24 日生　男
パパ良太さん　ママ明美さん

ひとことＰＲ
「毎日、元気いっぱいのたいちで
す。じいちゃんばあちゃんこれ
からもよろしくね。」

　

新
年
に
な
り
一
月
ほ
ど

経
ち
ま
し
た
が
み
な
さ
ん

い
か
が
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
？
▼
一
月
十
一
日

の
み
ど
り
か
わ
湖
ど
ん
ど

祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
こ
と
に
も
関
わ
ら
ず
初

め
て
の
参
加
で
し
た
が
、

と
に
か
く
二
十
メ
ー
ト
ル

級
の
や
ぐ
ら
が
燃
え
上
が

る
様
子
は
大
迫
力
で
し
た
。

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

Ｉ
Ｚ
Ｕ

２月のおはなし会

　[絵本のへや ]

　　日時　２月７日㈯　
　　　　　10:00～
　　場所　ひびき図書館

　[こだま ]

　　日時　２月 14日㈯　
　　　　　10:00～
　　場所　中央公民館

美里町の人口

平成20年12月末現在(前月比)

人　口
男
女
世帯数

12,281 人（－ 11）
5,784 人　（－２）
6,497 人（－９）
4,269 戸（－２）

おめでとう満一歳


